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グループ全体の受注高は前年同期比９％減の６３６億円、売上高は前年同
期比１４％減の６２３億円となりました。営業利益は前年同期比６８％減の１７
億円となりました。

当期利益は７億円、当期包括利益は９億円となりました。
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T&M事業は減収減益となり、営業利益率は１．８％でした。

PQA事業は、売上高は前年並みですが、開発投資等が先行したため減益となり、
営業利益率は４．６％でした。



第３四半期の連結及びT&M事業、PQA事業の営業利益率はそれぞれ

連結 ３．８％

T&M ２．０％

PQA ２．４％

となりました。
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T&M事業は、スマートフォン市場において、全般的に顧客の投資抑制が継続
しています。とりわけ、LTE-Advanced関連のR&D市場は慎重な姿勢がみられま
した。一方で、自動運転に向けた開発競争が激化するオートモーティブ市場や、
カテゴリーM、NB-IoTといったオペレータ主導のIoT分野の開発案件が、具体化
してきています。また、国内・海外の主要オペレータが5G実証実験の計画を発
表するなど、5G商用化に向けた動きが具体化しつつあります。

ネットワーク・インフラの高速化投資が活発化しており、光モジュール開発・製
造用の計測器の需要は堅調に推移しています。

PQA事業は、国内・海外ともX線検査機の需要が堅調で、全ての地域で伸び
ています。



営業概況のとおり、T&M事業の事業環境に大きな変化は無く、スマートフォン関連市
場は、依然として投資抑制が続いています。
「LTE‐Advanced」関連市場は、一部顧客で1Gbpsのスループット実現（MIMO, 256QAM, 

CA）に向けた開発を進める動きがみられるものの、全体を牽引する状況にはありませ
ん。
「Network Reshaping」関連市場は、データセンターの高速化、大容量化実現のための

光モジュール評価用ソリューションの需要が堅調です。１００Gbpsの光モジュール製造
用測定需要と、さらなる高速化の実現に向けた４００Gbpsの光モジュール開発用測定
需要が堅調です。
「IoT/５G, Connectivity」関連市場は、開発案件の需要が具体化してきました。IoTに関

しては、セルラー系IoTとして３GPPで規格制定された、カテゴリーMやNB‐IoTの実証実
験が始まっています。
また、５Gに関しては、各国のオペレータから実証実験および商用化のスケジュール

が発表され、５Gサービス開始に向けた初期開発テーマが具体化しています。
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T&M事業の第３四半期受注高は、スマートフォン開発・製造用計測器の需要減
少などの影響により、前年同期比３％減の１４９億円となりました。

PQA事業の第３四半期受注高は、国内外とも計画通りに推移しています。

なお、受注残高はグループ全体で１８９億円（前年同期比８％増）、T&M事業で
１３０億円（前年同期比９％増）でした。
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日本市場は前年同期比１８％増収の一方、米州市場は同８％、EMEA市場は同２０％、
アジア市場は同２４％の減収となりました。
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営業キャッシュフローは、６４億円の資金獲得となりました。
投資キャッシュフローは、２９億円の支出でした。

その結果、フリー・キャッシュフローは３５億円の資金獲得となりました。

財務キャッシュフロー 資金流出２７億円の主なものは、配当金の支払い

２７億円（１株配当 ６月：１２円、１２月：７.５円）です。

以上の結果、現金同等物期末残高は３８０億円となりました。



２０１７年３月期の通期業績の見通しは、１０月２７日に修正発表した計画から
変更ありません。

当社グループの主力であるT&M事業は、スマートフォン関連市場において全般
的に顧客の投資抑制が継続しています。T&M事業の第３四半期の受注状況に
改善傾向は見られるものの、未だに力強さに欠ける状況が続いています。一方
で、タイムリーに経営構造改革に積極的に取り組んだ成果として、利益体質は改
善しつつあります。為替動向も含め第４四半期は不透明および不安定な経営環
境が続きますが、公表値目標の達成に全力を挙げて取り組んでまいります。
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スマート社会を実現するためには、スマートデバイスからクラウドコンピューティングま
で、このIoT/5Gネットワーク全体をエンド・ツー・エンドで品質を保証し、カスタマー・エク

スペリアンスを向上させることが求められます。このネットワーク全体をカバレッジし、ソ
リューションを提案できることが、アンリツの特徴であり、強みです。
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５Gの最新動向です。
世界各国の主要オペレータは、５G基礎研究に続き、実証実験から商用化の時期を発

表しています。これを受け、多くのチップセットベンダーや端末ベンダーはチップセット
の開発をスタートします。５G商用化に向け、全体のスケジュールは前倒し傾向であり、

アンリツはこれらのスケジュールに沿ってテストソリューションをタイムリーに提供してい
きます。ついては２０１７年度以降に、５G関連計測需要の当社収益への貢献を期待し
ています。
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